
2023年 11月 8日 

 

「脱炭素先行地域」の選定について（つくば市） 

 

常陽銀行（頭取 秋野 哲也）は、環境省が募集した「脱炭素先行地域（第 4 回）」に、

つくば市ならびに共同提案者とともに提案を行い、このたび本年 11 月 7 日につくば市が

脱炭素先行地域に選定されましたのでお知らせいたします。 

つくば市ならびに当行を含む共同提案者は、つくば中心市街地の脱炭素化により、地域

ブランドの向上、企業誘致や昼間人口の増加による再投資等の好循環を生み出し、つくば市が

抱える地域課題の解決を目指します。 

当行は、今後とも環境や社会に配慮した取り組みの推進を図り、地域社会とともに持続的な

発展を目指してまいります。 

 

記 

【事業概要】 

事 業 名 
脱炭素がもたらすスーパーシティの加速化とスタートアップ創出・

企業誘致による中心市街地活性化 

提 案 者 つくば市 

共 同 提 案 者 

株式会社常陽銀行 

ミライデザインパワー株式会社、中部電力ミライズ株式会社 

株式会社ニッスイつくば工場、大和ハウス工業株式会社茨城支店 

事 業 期 間 5年（2024年 4月～2029年 3月） 

主 な 取 り 組 み 

・既存共同溝※1を活用したマイクログリッド※2構築 

・地域資源（市内工場発生の魚油）を活用したバイオマス発電 

・民間・公共施設の省エネ改修（照明 LED化・空調設備効率化）等 

対 象 エ リ ア つくば市中心市街地（TXつくば駅を中心として概ね半径 500ｍ範囲） 

主なエネルギー需要家 集合住宅 3棟 656戸、民間施設 21施設、公共施設 14施設 

※1 電話・電気・上水道・地域冷暖房等のエネルギー供給網で構成される地下トンネル 

※2 一定の地域に小規模な発電施設を作り、大規模発電所に頼らないエネルギーの「地産

地消」を行う仕組み 

 

以 上 

 

 



【参考】 

（1）脱炭素先行地域とは 

2030年度までに民生部門（家庭部門及び業務その他部門）の電力消費に伴う CO2排出実質

ゼロを実現するとともに、運輸部門や熱利用等も含めてそのほかの温室効果ガス排出削減に

ついても、わが国全体の 2030年度目標と整合する削減を地域特性に応じて実現する地域です。 

  

（2）関連 URL 

   環境省ホームページ 「第４回 脱炭素先行地域の概要」 

https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/assets/preceding-region/4th-DSC-kekka-gaiyo.pdf 

 

https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/assets/preceding-region/4th-DSC-kekka-gaiyo.pdf

